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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

202420241010
会員数 912 名会員数 912 名

▲令和6年9月14・15日に「やわたんまち」が開催されました。

令和６年10月１日現在令和６年10月１日現在

◇永年勤続優良従業員をご推薦ください
◇専門家による経営相談窓口のご案内
◇新入会員紹介
◇潮流を読む
　「国民一人一人の持続的な所得向上のために」
◇中小企業のセキュリティ対策　
　生成 AI 利用の際の注意点
◇トレンド通信
　「地方の中小企業こそ AI をうまく活用しよう」
◇クラウドな話「目標設定は変えてもいい」
◇青年部の窓【勉強会開催のお知らせ】
　災害への備え 基本のキ＝先ずは知る事から！
◇職場のかんたんメンタルヘルス
　「部下の声に寄り添う」

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.35％（令和 6 年 10 月 1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

館山商工会議所HP



会 議 所 だ よ り
令 和 ６ 年 10 月 10 日（2）

専門家による経営相談窓口のご案内専門家による経営相談窓口のご案内
　当所では、新型コロナウイルス感染症等の影響や最低賃金引上げ、デジタル化、インボイス制度
導入、エネルギーその他の物価高騰等の対応といった事業環境変化による影響を受ける中小・小規
模事業者からの経営相談や各種申請サポート対応等を行うため、専門家による経営相談窓口を開設
いたします。
　相談窓口は事前予約制・先着順となっています。予約なしでのご相談はお受けできませんので、
あらかじめご了承ください。

【相談内容】

①�インボイス（適格請求書等保存方式）制度導入に向けた対応、各種支援策等に関するもの、電子帳簿
保存法に関するもの

②エネルギーその他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
③円安その他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
④コロナ禍からの再起に向けた経営力強化等に資する対策等および各種支援策に関するもの
⑤賃上げ等に関するもの
⑥各種補助金制度・支援策に関するもの（周知・申請サポート）
⑦デジタル化（ＩＴ、設備投資等）に関するもの
⑧その他の事業環境変化に対応するための経営力強化等に資する対策等および各種支援策に関するもの

【申し込み・お問合せ】２２‐８３３０（館山商工会議所）
※�補助金に関するご相談は、事業者様が作成を終えた事業計画書に対し、公募要領等を確認しながらアドバ
イスを差し上げます。

※�ご相談内容によっては、他の支援機関をご紹介する場合もございます。

事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会員】 合同会社ＡＷＡドロップス 山田　祐稔 北条 1712 宿泊業

〃 ㈱協　生 安西　佑平 竹原 913 太陽光発電設置、販売

〃 青と夕日 杉村　欣子 佐野 215 －１ 宿泊業

〃 共栄設備工業㈱ 小金　篤史 北条 1248 －１－２Ｆ 給排水設備

どうぞよろしくお願いいたします！新入会員紹介新入会員紹介　　

　当所では、毎年、館山市と共催で、館山市内の事業所に勤務する永年勤続（商工会議所は 10年
勤続・20年勤続・30年勤続）優良従業員の表彰を行っています。
　本年も 12月４日（水）に表彰式を開催することとなりました。
　つきましては、皆様の事業所で該当される従業員の方がいらっしゃいましたらご推薦ください。
※なお、表彰該当者は、別添の推薦状に必要事項を記入のうえ、事務局までご提出ください。
　（11月６日 ( 水 ) 締め切り）

〈永年勤続優良従業員をご推薦ください〉〈永年勤続優良従業員をご推薦ください〉
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に
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２
０
２
４
年
６
月
に
物
価
変
動

を
考
慮
し
た
実
質
賃
金
が
、
22
年

３
月
以
来
、初
め
て
前
年
を
上
回
っ

た
。８
月
６
日
に
厚
生
労
働
省
か

ら
発
表
さ
れ
た
「
毎
月
勤
労
統
計

調
査　

令
和
６
年
６
月
分
結
果
速

報
」で
は
、
現
金
給
与
総
額［
注
１
］

を
基
に
し
た
実
質
賃
金
（
実
質
賃

金
指
数
（
令
和
２
年
平
均
＝
１
０

０
））は
、前
年
同
月
比
１
・
１
％
増

と
27
カ
月
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ

た
。こ
れ
ま
で
名
目
賃
金
の
増
加
は

物
価
の
上
昇
に
追
い
付
い
て
お
ら

ず
、
労
働
者
は
賃
上
げ
の
恩
恵
を

十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。し

か
し
、そ
の
問
題
が
解
消
し
始
め
た

と
い
え
よ
う
。６
月
は
名
目
賃
金
も

高
い
伸
び
を
示
し
、
就
業
形
態
計

（
一
般
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
）
の
現
金
給
与
総
額
は
49
万

８
８
８
４
円
と
、
前
年
同
月
比
４
・

５
％
の
増
加
と
な
っ
た
。30
カ
月
連

続
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。こ
の

総
額
の
大
部
分
を
占
め
る「
き
ま
っ

て
支
給
す
る
給
与
」（
＝
賞
与
等
を

除
く
基
本
給
、家
族
手
当
、超
過
労

働
手
当
な
ど
の
「
定
期
給
与
」）
は
、

28
万
４
３
４
２
円
の
同
２
・
３
％

増
加
と
29
年
６
カ
月
ぶ
り
の
高
い

伸
び
と
な
っ
た
。う
ち
一
般
労
働
者

は
66
万
４
４
５
５
円
の
同
４
・
９
％

増
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
12

万
１
６
６
９
円
の
同
５
・
７
％
増
と

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
ベ
ー
ス
の
統

計
で
は
、実
質
賃
金
が
こ
の
６
月
に

上
昇
に
転
じ
た
も
の
の
、地
域
別
に

細
か
く
見
れ
ば
、居
住
地
域
に
よ
っ

て
、
各
労
働
者
の
肌
感
覚
に
は
差

が
あ
ろ
う
。自
由
に
居
住
地
域
を

選
択
で
き
る
と
は
い
え
、職
場
と
居

住
地
を
変
え
る
こ
と
は
そ
う
簡
単

で
は
な
く
、
労
働
者
一
人
一
人
が
努

力
し
て
、賃
金
を
上
昇
さ
せ
る
に
は

限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。こ
の
た

め
、地
域
の
住
民
の
賃
金
を
含
む
所

得
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

る
地
方
自
治
体
の
政
策
が
、こ
の
肌

感
覚
の
差
を
埋
め
る
一
つ
の
鍵
と

な
る
。し
か
し
、各
地
域
の「
地
方
創

生
」
な
ど
の
地
方
活
性
化
政
策
が

地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
住
民

の
一
人
一
人
の
所
得
向
上
に
結
び

付
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ

る
と
の
指
摘
が
あ
る
。例
え
ば
、「
観

光
振
興
が
成
功
し
て
、
観
光
客
で

賑
わ
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、地

域
の
住
民
の
所
得
が
低
い
」「
先
端

技
術
の
企
業
誘
致
に
成
功
し
て
、順

調
に
操
業
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、地
域
の
企
業
や
住
民
の
所
得
が

低
い
」「
多
額
の
補
助
金
・
交
付
金
等

に
よ
っ
て
公
的
な
資
金
が
地
域
に

流
入
し
て
、住
民
の
所
得
が
高
い
に

も
関
わ
ら
ず
、企
業
が
育
た
ず
、地

域
の
生
産
力
が
低
い
」な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る［
注
２
］。

　

こ
の
背
景
に
は
、
各
地
方
自
治

体
の「
稼
ぐ
力
」の
強
化
策
が
、地
域

内
の
「
所
得
の
循
環
」
を
生
み
出
し

（
＝
地
域
経
済
循
環
構
造
）、そ
れ
が

住
民
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

政
府
は「
地
域
経
済
循
環
構
造
」に

地
域
経
済
を
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
15
年
４
月
21
日
よ

り
、「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
））」
の
運
用

を
開
始
し
た［
注
３
］。Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

は
、
産
業
構
造
や
人
口
動
態
、
人
の

流
れ
な
ど
に
関
す
る
官
民
の
い
わ

ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
約
し
、可

視
化
を
試
み
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

そ
の
地
域
経
済
の
循
環
を
生
み

出
す
起
点
は
「
稼
ぐ
力
」の
強
化
＝

企
業
収
益
の
拡
大
で
あ
る
。そ
れ

に
よ
り
、地
域
外
か
ら
の
所
得
の
流

入
と
地
域
外
へ
の
流
出
を
考
慮
し

た
地
域
全
体
の
所
得
が
地
域
内
で

循
環
し
、
最
終
的
に
地
域
住
民
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
好
循
環
と
さ
れ
る
。稼
ぐ
力
の

強
化
策
に
よ
る
企
業
の
労
働
生
産

性
の
向
上
、輸
出
・
移
出
拡
大
、補
助

金・
交
付
金
、利
子・
賃
料
収
入
拡
大

に
よ
る
地
域
外
か
ら
の
所
得
流
入

の
拡
大
、
そ
の
一
方
、
光
熱
費
等
の

地
域
外
へ
の
支
払
い
な
ど
の
縮
小

が
必
要
と
な
る
。

　

た
だ
し
、実
際
に
は
、地
域
経
済

循
環
構
造
が
、好
循
環
と
な
っ
て
い

る
地
方
自
治
体
と
悪
循
環
と
な
っ

て
い
る
地
方
自
治
体
が
存
在
す
る
。

こ
の
格
差
を
各
地
方
自
治
体
が
認

識
し
、そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
課

題
解
決
に
向
け
て
地
道
な
努
力
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
住
民

一
人
一
人
、
ひ
い
て
は
国
民
一
人
一

人
の
所
得
向
上
の
持
続
性
を
維
持

す
る
た
め
に
重
要
で
あ
ろ
う
。中
長

期
的
に
は
、企
業
努
力
に
よ
る
賃
金

上
昇
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、こ
の

よ
う
な
地
方
自
治
体
の
取
り
組
み

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
促
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
８
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］賃
金
、給
与
、手
当
、賞
与
そ

の
他
の
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

労
働
の
対
償
と
し
て
使
用
者
が
労

働
者
に
通
貨
で
支
払
う
も
の
で
、所

得
税
、社
会
保
険
料
、組
合
費
な
ど

を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
あ
る
。

［
注
２
］
日
本
政
策
投
資
銀
行
グ

ル
ー
プ
株
式
会
社
価
値
総
合
研
究

所
「
地
域
経
済
循
環
図
で
お
金
の

流
れ
を『
見
え
る
化
』し
よ
う
」２
０

２
１
年
８
月
26
日

［
注
３
］
内
閣
官
房
の
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務

局
お
よ
び
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

事
務
局
に
よ
る
運
用
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

　

主
席
研
究
員
内
野　

逸
勢



会 議 所 だ よ り
令 和 ６ 年 10 月 10 日（4）

中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

創
造
的
な
業
務
に
利
用

一
方
犯
罪
の
道
具
に
も

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ⅰ
）
に
関
す
る

話
題
を
耳
に
す
る
こ
と
が
、
日
を

追
う
ご
と
に
増
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

は
創
造
的
な
業
務
に
も
利
用
で
き

る
可
能
性
が
高
く
、
人
手
不
足
対

策
や
利
益
率
向
上
な
ど
に
有
益
な

手
段
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
質
問
や

作
業
指
示
な
ど
に
応
じ
て
文
章
や

画
像
な
ど
を
生
成
す
る
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
）
に
関
し
て
は
、
新
た
な
経

済
成
長
の
起
爆
剤
と
な
り
得
る
と

い
う
意
見
も
あ
り
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
悪
用

し
た
犯
罪
も
発
生
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
４
月
に
は
、
デ
ィ
ー

プ
フ
ェ
イ
ク
（
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
人

物
の
動
画
や
音
声
を
人
工
的
に
合

成
す
る
処
理
技
術
）
を
用
い
て
誘

拐
さ
れ
た
本
人
の
よ
う
に
聞
こ
え

る
音
声
を
作
成
し
、
電
話
で
被
害

者
に
聞
か
せ
、
身
代
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
す
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
誘

拐
」
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
サ
イ

バ
ー
犯
罪
用
の
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル

も
登
場
し
、
ス
ピ
ア
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
や
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
な
ど

の
実
行
を
支
援
す
る
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｍ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」、「
Ｆ
ｒ
ａ
ｕ
ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

が
ハ
ッ
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
宣

伝
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
悪
用
し
た
と
さ
れ
る
偽
情

報
の
拡
散
も
発
生
し
て
い
る
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
23
年
11

月
に
報
道
番
組
に
似
せ
ら
れ
て
つ

く
ら
れ
た
岸
田
首
相
の
デ
ィ
ー
プ

フ
ェ
イ
ク
動
画
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
拡

散
さ
れ
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ

た
。
海
外
に
お
い
て
は
、
23
年
５

月
に
米
国
の
国
防
総
省
付
近
で
爆

発
が
起
き
た
と
さ
れ
る
フ
ェ
イ
ク

画
像
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
た
。

リ
ス
ク
を
秘
め
た
Ａ
Ｉ

正
し
い
情
報
の
入
手
を

　

生
成
Ａ
Ｉ
利
用
に
お
け
る
注
意

点
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

■
Ａ
Ｉ
は
間
違
え
る

　

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
の
生
成

Ａ
Ｉ
に
質
問
を
投
げ
か
け
る
と
、

簡
潔
で
も
っ
と
も
ら
し
い
回
答
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。し
か
し
、そ

の
回
答
に
は
誤
り
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。回
答
が
本
当
に

正
し
い
の
か
ど
う
か
、
自
身
で
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ソ
ー
ス
コ
ー

ド
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
記

述
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
）
を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
さ
れ
た
コ
ー
ド
が
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱で

な
い
か
ど
う
か
な
ど
を
確
認
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

■
Ａ
Ｉ
は
お
し
ゃ
べ
り

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
際
、
機

密
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と

で
、そ
の
生
成
Ａ
Ｉ
が
機
密
情
報
を

学
習
に
利
用
し
、
第
三
者
に
機
密

情
報
が
漏
え
い
す
る
可
能
性
が
あ

る
。生
成
Ａ
Ｉ
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る

機
密
情
報
や
個
人
情
報
が
生
成
Ａ

Ｉ
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か

規
約
や
仕
様
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。ま
た
、
所
属
組
織
に

お
い
て
機
密
情
報
や
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
規
則
が
決
め

ら
れ
て
い
る
場
合
は
、そ
の
規
則
に

従
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

■
Ａ
Ｉ
は
だ
ま
さ
れ
る

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
悪
意
を
持
っ
た

利
用
者
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
の
意
図
せ
ぬ
回
答
を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
あ
る
。ま
た
、

学
習
デ
ー
タ
に
利
用
す
る
イ
ン

プ
ッ
ト
に
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
る

と
、誤
っ
た
学
習
を
し
て
し
ま
い
、

誤
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
行
う
。

こ
れ
ら
を
防
止
す
る
た
め
に
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の

公
開
前
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
正
当

性
検
証
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
ン
プ
ト
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

（
Ａ
Ｉ
に
対
し
て
特
殊
な
質
問
を

イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
Ａ
Ｉ
開
発
者
が

想
定
し
て
い
な
い
機
密
情
報
な

ど
の
情
報
を
窃
取
す
る
攻
撃
）
や

デ
ー
タ
ポ
イ
ズ
ニ
ン
グ
（
悪
意
の

あ
る
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ

せ
、Ａ
Ｉ
開
発
者
が
想
定
し
て
い

な
い
動
作
を
さ
せ
る
攻
撃
）
な
ど

へ
の
対
策
も
実
施
す
る
。

　

経
済
発
展
や
社
会
問
題
の
解
決

に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
一
方

で
リ
ス
ク
も
秘
め
て
い
る
生
成
Ａ

Ｉ
。う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
た
め

に
も
、正
し
い
最
新
情
報
を
入
手
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和

　
「
Ａ
Ｉ
利
用
時
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
脅
威
・
リ
ス
ク
調
査
報
告
書
」

に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

生
成
Ａ
Ｉ
利
用
の
際
の
注
意
点
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「
何
で
も
か
ん
で
も
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
に
相
談
し
て
ま
す
よ
」。和
歌

山
に
帰
省
し
た
と
き
、
今
勢
い
の
あ

る
地
元
の
食
品
会
社
の
社
長
を
し

て
い
る
友
人
が
そ
う
話
し
て
い
ま

し
た
。
自
分
の
会
社
の
売
上
規
模

や
商
圏
、
地
域
の
経
済
指
標
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
新
商
品
の
売
り
方

や
開
発
の
方
向
な
ど
も
Ａ
Ｉ
に
相

談
し
て
い
る
と
の
こ
と
。も
と
も
と

「
自
分
は
頭
も
良
く
な
い
し
田
舎

者
な
の
で
、
何
で
も
人
に
聞
い
て
教

え
て
も
ら
う
」
と
い
う
姿
勢
を
持
つ

経
営
者
で
す
。「
仕
事
に
限
ら
ず
、

ど
ん
な
些さ

さ
い細
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を

聞
い
て
も
真
面
目
に
答
え
て
く
れ

る
」
の
が
Ａ
Ｉ
の
良
い
と
こ
ろ
と
力

説
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
や
Ｃｏｐ
ｉ
ｌｏ

ｔ
な
ど
、
条
件
付
き
な
ら
無
料
で

使
え
る
生
成
系
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
が
普

及
し
て
き
ま
し
た
。私
も
調
べ
も
の

や
ち
ょっ
と
し
た
相
談
事
、
ア
イ
デ

ア
出
し
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
く
使
い
ま

す
。面
白
い
の
は
、
同
じ
質
問
で
も

使
う
Ａ
Ｉ
の
種
類
に
よ
っ
て
答
え
が

大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
す
。例
え
ば

「
地
域
お
こ
し
で
成
果
を
上
げ
て

い
る
高
校
生
の
活
動
事
例
を
五
つ

挙
げ
な
さ
い
」
と
前
述
し
た
二
つ
の

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
聞
い
て
み
る
と
、そ

れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
違
う
事
例
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
す
。そ
れ
は
そ
れ
で

面
白
い
の
で
す
が
、
あ
る
意
味
こ
れ

が
Ａ
Ｉ
の
良
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で

も
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、
回
答
し
た

も
の
が
唯
一の
正
解
な
の
か
分
か
ら

な
い
、
な
ぜ
そ
の
回
答
を
出
し
て
き

た
か
も
分
か
ら
な
い
、
と
いっ
た
点

で
す
。で
す
か
ら
、
Ａ
Ｉ
か
ら
得
ら

れ
た
回
答
を
そ
の
ま
ま
何
か
に
使

う
こ
と
は
避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。私
は
さ
ら
に
Ｇｏｏｇ
ｌｅ
な
ど

の
検
索
サ
ー
ビ
ス
に
も
同
じ
質
問

を
投
げ
、結
果
も
踏
ま
え
つつ
自
分

で
切
り
口
を
考
え
て
ア
イ
デ
ア
の

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

回
答
の
信
ぴ
ょ
う
性
の
ほ
か
に

も
注
意
点
は
あ
り
ま
す
。
広
く

ネ
ッ
ト
上
に
流
布
し
た
情
報
を
基

に
回
答
を
生
成
し
て
い
る
た
め
著

作
権
に
配
慮
が
な
い
こ
と
や
、
こ
ち

ら
が
出
し
た
質
問
自
体
も
他
者
へ

の
情
報
と
し
て
利
用
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
、
本
当
に
秘
密
に
し
た
い
質

問
は
し
な
い
方
が
よ
い
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。ま
た
、最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
や

情
報
は
回
答
を
生
成
す
る
基
に
な

る
情
報
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
ど
ん
ど
ん
状
況
が
変
化
し
て
い

る
よ
う
な
事
象
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

使
え
ま
せ
ん
。

　

精
度
の
高
い
回
答
を
引
き
出
す

た
め
に
は
、
ち
ょっ
と
し
た
コ
ツ
も
あ

り
ま
す
。プ
ロ
ン
プ
ト
と
呼
ば
れ
る
、

入
力
す
る
質
問
を
で
き
る
だ
け
具

体
的
に
条
件
を
付
け
て
記
述
し
、

Ａ
Ｉ
が
出
力
す
る
形
式
や
分
量
な

ど
も
具
体
的
に
指
示
す
る
方
が
良

い
結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
で
す
。Ａ

Ｉ
を
業
務
に
利
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

研
究
し
て
い
る
人
に
聞
く
と
、「
社

会
経
験
が
な
く
融
通
の
利
か
な
い
、

優
秀
で
真
面
目
な
新
入
社
員
に
仕

事
を
頼
む
イ
メ
ー
ジ
」
だ
そ
う
で
す
。

山
本
五
十
六
の
名
言
「
や
って
み
せ
、

言
って
聞
か
せ
て
さ
せ
て
み
て
、
褒
め

て
や
ら
ね
ば
人
は
動
か
じ
」と
い
う
の

は
Ａ
Ｉ
に
対
し
て
も
通
じ
る
よ
う
で

す
。「
褒
め
て
」と
い
う
の
は
、
正
解
を

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
て
学
習
の
精
度
を

高
め
る
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。

　

気
軽
に
調
査
を
依
頼
し
た
り

相
談
し
た
り
す
る
専
門
家
が
少
な

く
、
世
間
が
狭
く
な
り
が
ち
な
地

方
の
中
小
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
、

Ａ
Ｉ
は
か
な
り
便
利
で
有
効
な
ツ
ー

ル
で
す
。ス
マ
ホ
や
パソ
コ
ン
同
様
、こ

の
先
必
ず
常
識
に
な
る
も
の
で
す

か
ら
、
つ
ま
ら
な
い
質
問
で
も
何
で

も
と
に
か
く
使
っ
て「
慣
れ
る
」こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。手
始
め
に

ラ
ン
チ
の
お
店
で
も
聞
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所

上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

「
地
方
の
中
小
企
業
こ
そ

　
　
　
　

Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。
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ワ
ー
ク
重
視
の
日
本
の
場
合
は
環

境
が
異
な
る
た
め
、米
国
生
ま
れ
の

ビ
ジ
ネ
ス
理
論
が
絶
対
で
は
な
い
は

ず
で
す
。未
来
の
「
な
り
た
い
」
自

分
に
向
か
っ
て
、
今「
や
る
こ
と
」を

逆
算
す
る
の
が
目
標
設
定
の
考
え

方
で
す
。一
方
、
ス
テ
ッ
プ
を
重
視
す

る
と
、今「
や
り
た
い
」こ
と
を
積
み

上
げ
て
、
未
来
に
進
む
考
え
方
に

な
り
ま
す
。ど
ち
ら
か
が
正
し
い
の

で
は
な
く
、
そ
の
人
に
合
っ
た
方
法

で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
高
め
、
そ
の
結

果
を
評
価
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
始
め
た
の
は
、毎
週
、自
分

自
身
で
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
を
見
直
す
こ

と
で
す
。今
週
、今
月
、そ
の
先
と
、

ほ
ぼ
業
務
確
認
に
な
り
ま
す
が
、

や
り
た
い
こ
と
や
目
的
も
含
め
て

チ
ェッ
ク
し
て
い
ま
す
。そ
う
す
る

と
、
今
週
す
べ
き
こ
と
や
で
き
る
こ

と
が
分
か
り
、仕
事
が
格
段
に
は
か

ど
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
急
な

仕
事
が
入
っ
て
も
、毎
週
進
捗
を
見

直
し
て
い
る
の
で
対
応
で
き
ま
す
。

　

人
事
評
価
で
目
標
設
定
を
取
り

入
れ
て
い
る
会
社
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、年
１
回
だ
け
で
評
価
を
す

る
の
で
は
な
く
、定
期
的
に
目
標
を

見
直
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

気
象
予
報
士
兼
税
理
士　藤

富　

郷

「
目
標
設
定
は
変
え
て
も
い
い
」

　

目
標
設
定
が
非
常
に
苦
手
で

す
。目
標
を
定
め
て
し
ま
う
と
、
達

成
を
義
務
と
し
て
捉
え
、
新
し
い
こ

と
を
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
し
ま
う

た
め
で
す
。

　

会
社
員
時
代
、
入
社
後
数
年
し

て
か
ら
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
行
わ
れ
た
の
が
業
務

報
告
と
「
目
標
設
定
」
で
す
。こ
の

書
類
を
書
く
の
が
嫌
で
し
た
。１

年
後
の
ゴ
ー
ル
を
可
視
化
す
る
こ
と

で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
高
め
る
効
果

は
あ
り
ま
す
。た
だ
、
１
年
後
に
目

標
が
達
成
で
き
た
か
を
報
告
し
、

そ
れ
を
基
に
人
事
評
価
が
な
さ
れ

る
た
め
、
大
き
な
目
標
は
立
て
づ
ら

い
も
の
で
し
た
。当
時
か
ら
税
理
士

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、目
標
設

定
の
書
類
に
は一
度
も
書
き
ま
せ
ん

で
し
た
。１
年
で
結
果
が
出
る
も
の

で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
達
成

で
き
な
け
れ
ば
査
定
に
響
く
か
ら

で
す
。

　

さ
ら
に
個
人
的
に
は
、予
測
で
き

な
い
１
年
後
に
向
か
っ
て
仕
事
を
す

る
よ
り
、
通
常
業
務
で
起
き
た
問

題
を
臨
機
応
変
に
対
応
し
本
質
を

捉
え
て
改
良
す
る
な
ど
、目
の
前
の

こ
と
か
ら
始
め
る
方
が
得
意
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。一つ
ひ
と
つ
仕
事
を

積
み
上
げ
た
先
に
見
え
て
く
る
世

界
が
あ
り
、
そ
の
状
況
を
知
っ
て
ま

た
次
の
世
界
を
目
指
す
ス
タ
イ
ル
の

た
め
、
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
を
最
初
に

決
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
に
は
、
目
標

を
設
定
し
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動

し
よ
う
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
ビ
ジ
ネ
ス
理
論
は
米
国
か
ら
導

入
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
個
人
を

重
視
す
る
米
国
人
に
適
し
て
い
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。一
方
、
チ
ー
ム

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665
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青

年

部

の

窓
【
勉
強
会
開
催
の
お
知
ら
せ
】

災
害
へ
の
備
え 

基
本
の
キ
＝
先
ず
は
知
る
事
か
ら
！

～
館
山
市
の
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
防
災
・
減
災
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

　

近
年
、
中
小
企
業
の
事
業
活
動

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
大

規
模
災
害
や
感
染
症
、サ
イ
バ
ー
攻

撃
等
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。発
生
す
る
と
「
従
業
員
や
そ
の

家
族
」「
顧
客
や
取
引
先
」
に
大
き

な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、会
社
で
働
く
皆
さ
ん
の
大

切
な
ご
家
族
を
守
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
の
備
え
や
お
住
ま
い
の
地
域

の
災
害
リ
ス
ク
を
正
し
く
理
解
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
！ 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
や
水
害
履
歴
・
地
震
や
風
水
害

等
に
よ
る
災
害
記
録
、
個
人
住
宅

向
け
耐
震
改
修
事
業
補
助
金
な
ど

も
併
せ
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。さ

ら
に
、
事
業
者
が
必
要
な
災
害
への

事
前
対
策
と
初
動
対
応
に
重
点
を

置
い
た
簡
単
に
で
き
る「
事
業
継
続

力
強
化
計
画
」
の
策
定
か
ら
認
定

ま
で
を
分
か
り
や
す
く
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、特
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ・
事
業

継
続
力
強
化
計
画
策
定
に
未
着
手

の
事
業
所
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
セ
ミ
ナ
ー
を
防
災
・
減
災
対
策
を

見
直
す
機
会
と
捉
え
て
先
ず
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

【
日　
時
】

１０
月
３０
日（
水
）

１７
時
３０
分　

受
付
開
始

１８
時
００
分　

開
始

【
場　
所
】

館
山
商
工
会
議
所
２
階
大
ホ
ー
ル 

【
申　
込
】

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
登
録
フ
ォ
ー
ム
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】無
料

【
内　
容
】

①�

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
か

ら
認
定
支
援
について（
三
井
住
友

海
上
火
災
保
険
㈱
ご
担
当
者
）

②�

経
営
お
役
立
ち
情
報
サ
イ
ト

「
Ｍ
Ｓ
コ
ン
パ
ス
」の
ご
案
内 
他

③
質
疑
応
答

【
締　
切
】

令
和
６
年
１０
月
１６
日（
水
）

■�『
事
業
継
続
力
強
化
計
画
』と
は・・・

　

�

自
社
の
災
害
リ
ス
ク
等
を
認
識

し
、防
災
・
災
害
対
策
の
第
一歩
と

し
て
取
り
組
む
た
め
に
策
定
す

る
計
画
。国
か
ら
認
定
を
受
け
る

と
、防
災
・
減
災
設
備
に
対
す
る
税

制
措
置
、
低
利

融
資
、補
助
金
の

加
点
措
置
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

「会議所だより」に広告を掲載される
会員事業所を募集しております!!

【掲載料】
約45mm×約85mm

10,800円～
問合せ　館山商工会議所問合せ　館山商工会議所
　　　　℡ 0470-22-8330　　　　℡ 0470-22-8330

～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度

　館山商工会議所では会員サービスの一環と
して「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んで
います。
　面倒な財形の事務手続きを事業主に代わっ
て代行いたしまます。
　この機会にぜひ財
形制度の導入をご検
討いただき、当所の
事務代行で財形をス
タートしましょう。

ゆとりのためのこのプラン



会 議 所 だ よ り
令 和 ６ 年 10 月 10 日（8）

　

部
下
と
の
関
係
性
を
良
く
し

た
い
と
、
良
か
れ
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
こ
と
が
、
実
は
関
係
を

悪
く
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
部
下
の
声
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
た
い
と
思
え
ば
思
う

ほ
ど
、
空
回
り
し
て
し
ま
う
な

ど
と
い
う
現
場
の
声
も
多
く
聞

か
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
部
下
か
ら
「
こ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
本
当
に
困
り

ま
し
た
」
と
い
う
話
を
聞
い
た

と
し
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
に
寄

り
添
う
つ
も
り
で
、即
座
に
「
分

か
る
」
と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ

う
な
反
応
が
相
手
を
理
解
す

る
適
切
な
対
応
と
捉
え
て
し
ま

う
人
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
相
手
の
気
持

ち
で
は
な
く
、
相
手
の
話
を
聞

い
た
と
き
の
「
自
分
の
気
持
ち
」

を
示
し
た
も
の
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

　

自
分
の
経
験
と
、
相
手
の
話

の
内
容
が
「
同
じ
よ
う
な
場
面

や
状
況
」
と
合
致
し
た
と
き
に

「
分
か
る
」
と
表
現
す
る
わ
け

で
す
。
し
か
し
、「
同
じ
よ
う

な
」
体
験
や
出
来
事
で
あ
っ
て

も
、
完
全
に
「
同
じ
」
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
そ
れ
と
同
様
に

相
手
と
１
０
０
％
「
同
じ
気
持

ち
」
に
は
決
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
人
そ
の
人
が
出
合
う
こ
と

や
そ
の
と
き
感
じ
る
気
持
ち

は
、一つ
と
し
て
「
同
じ
」
も
の

は
存
在
し
な
い
の
で
す
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
に
も

全
て
を
悟
っ
た
よ
う
に
「
分
か

る
」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と

は
、「
分
か
っ
た
よ
う
な
」
錯

覚
に
陥
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

相
手
と
の
信
頼
関
係
が
希

薄
な
場
合
は
、「
本
当
に
分
か
っ

て
い
る
の
か
？
」
と
不
信
感
を

抱
か
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
逆

効
果
に
な
り
ま
す
し
、
反
対
に

正
確
な
内
容
を
や
り
と
り
し
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お

互
い
「
分
か
っ
た
よ
う
な
感
覚
」

に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
問
題
で

す
。
本
当
の
理
解
が
進
ま
な
い

と
、
根
底
の
と
こ
ろ
で
平
行
線

を
た
ど
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す

る
と
、「
あ
れ
、
分
か
って
も
ら

え
て
い
な
か
っ
た
」
と
、
ど
こ

か
で
相
手
と
の
関
係
性
に
破
綻

が
生
じ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
も
ら
え

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
不
満
か

ら
、
反
発
心
が
生
ま
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
職
場
で
安
易
に

「
分
か
る
」
と
い
う
言
葉
を
使

わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。「
ど

ん
な
状
況
だ
っ
た
の
か
」
と
、

相
手
の
話
を
促
す
よ
う
な
言

葉
掛
け
で
よ
く
事
情
を
聞
き
、

具
体
的
な
対
応
を
伝
え
る
こ
と

が
、
本
当
の
意
味
で
相
手
の
声

に
寄
り
添
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

代
表
理
事　

大
野　

萌
子

「
部
下
の
声
に
寄
り
添
う
」


